



















































































































































































































































和 名 学 名 規制の対象者 規制違反の結果
ミズマメジカ
ガボンダイカー
ブルーダイカー
ベイダイカー
イエローバックダイカー
ベイツアンテロープ
ボンゴ
キノボリセンザンコー
オオセンザンコー
モリオオイノシシ
キノボリハイラックス
コーモリ
ボスマンポト
アカスイギュウ
ツチブタ
フサオヤマアラシ
モリオニネズミ
リス
ムササビ
ヒョウ
アフリカシベット
コブチジャコウネコ
タイガージャコウネコ
アフリカゾゥ
ノブタ
Haemoschus　aquaticus
Cephalophus　leucogaster
C．　monticola
C．　dorsalis
αS）・厩C諭or
Neotragus　batesi
Boocerus　euryceros
Mannis　tricuspis
M．gigantea
Hbllochoerus　meinert2hageni
Dendrohorrax　arboreus
Perodicticus　potto
Syncerus　caffer
Orycteropus　afer
Atherurus　sp．
Cricetomys　emini
Sciuridae
Anomalurus　spp．
Panthera　pardus
Viひerrαciひet亡α
Genetta　servalina
Genetta　tigrina
Loxodonta　africana　cyclotis
Potamochoerus　porcus
妊婦
女とくに妊婦
フランベジァ
の患者
女とくに妊婦
妊婦
妊婦とその夫
出自集団
Yembongoの人
妊婦とその夫
同上
一般
妊婦とその夫
新生児
乳児をもつ母
一般
妊婦
妊婦とその夫
妊婦とその夫
乳児と父母，
妊婦
ヘルニアを
もつ男
女
一般
一般
一般
妊婦
捕獲者と彼の
年長親族
捕獲者
新生児の身体中に斑痕が
できる
新生児がバタンと突然倒
れる病気にかかる
傷を大きくする
bomという腹の病気に
なる
bembaという腹の病気
になる
脚の細く身体の弱い子が
生まれる
熱病にかかる
難産になる，
息の荒くなる病気になる
同上
フランベジアにかかる
指の短い子が生まれる
乳児が便の出ない病気に
かかる
腹がふくれ，手がふるえ
る病気にかかる
新生児が息の荒くなる病
気にかかる
難産になる
難産になる
こども，新生児が息の荒
くなる病気になる
ヘルニアが発病する
翼を持つ子がうまれる
発疹が出る
発疹が出る
発疹が出る
陰茎の小さな男子が生ま
れる
象の不猟
ノブタの不猟
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3：象の食物規制の意味
　何故，象の捕殺者と彼の年長親族はその象肉食を回避しなければならないのだろうか。ここ
ではその意味を考えてみたい。そのためにまず，象の食物規制が他の食物規制と異なるタイプ
のものであることを示そうと思う。
　食物規制の意味を考える場合，一つは規制しなければならない人間がどういう人問であるか，
もう一つは，規制の対象となる食物はいかなる食物かという二つの側面がある。既に前節で見
たように，バカの食物規制の多くは妊婦およびその夫に課せられているものであった。イツリ
森林のムブティの食物規制を詳細に検討している市川3）は，ムブティの食物規制は人間の生存
に脅威を与えるさまざまな病害に対する危機感を反映したもので，それゆえ，その生存がもっ
とも脅かされる誕生前後の時期は（両親および新生児が）回避しなければならない食物がもっ
とも多くなり，それはこどもの成長に連れしだいに減ってゆくと述べている。さらに，思春期
直前の割礼期に一時期規制される食物が増加するが，これは割礼が社会的な成人の誕生であり，
新生児の誕生と同等なものとムブティが考えているからだと云う。また，インド洋の狩猟採集
民アンダマン島民の食物規制や呼び名の規制について考察したラドクリフーブラウン4）によれ
ば，それらの規制は出産前後の両親や新生児が人間の一生においてノーマルな位置を占めてい
ないことを象徴的に意味し，そのような状態の人間には他に成人式前後の少年少女，月経時の
女性，喪に服している死者の親族，病気中の者などがあるという。あるいは，構造主義的観点
に立つリーチ5＞は，これらの人々はアンダマン島民がもつ生と死と対立的観念において不安定
な境界領域にあるから規制の対象となるという。私はここでこれらの諸説を検討するつもりは
ない。それよりも，どのような理由で規制されるにせよこれらの諸説で取り扱われている規制
の対象者は，市川3）が言うような性や出自集団によって宿命的に規制の対象者となるものを除
けば，バカの食物規制における象や野豚の捕殺者以外の規制の対象者に相応しているように思
う。一方，象や二三の捕殺者はたしかに特別な状態にある人間かもしれないが，しかし，市川，
ラドクリフーブラウン，リーチなどが述べたような人生上の重大な時期にあるとか，アブノー
マルな状態とか，あいまいな状態にある人間だとは思えない。
　次に，食物規制の対象になり易い食物はどのようなものなのだろうか。ダグラス6）は，ムサ
サビは鳥か獣か分からないanomalousな動物だから食べることが回避されるのだと解釈して
いる。リーチ5）もまた民俗分類上の境界領域にあるあいまいな動物が規制の対象になり易いと
いう指摘をしている。一方，市川3）はダグラスのいうanomalousなものも含めて，強烈なに
おいや鋭い目をもつもの，稀にしか捕れないものなどありふれていない（unusual）動物がム
ブティの食物規制の対象となり易いという。ダグラスやリーチらが規制の対象を人々の認識の
中で考えたのに対し，経済生活にさほど影響をおよぼさない動物が規制の対象になっていると
いう市川の考え方は生態学的傾向の強い解釈だといえよう。この立場をもっと鮮明にしたのが，
マレーシアの狩猟採集民セマブリの食物規制を詳細に報告した口蔵である7）。口蔵は，捕獲し
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にくい動物を規制の対象にするというセマブリの食物規制は，地域集団全体の動物性食物の捕
獲効率を高める効果をもつと主張している。ロス8）もまた，アマゾン住民を例に同様な指摘を
し，食物規制の適応的意義を強調している。いずれにしても，ここで取り上げられているあい
まいな動物，ありふれていない動物，捕獲効率の低い動物は各社会においていずれも食物とし
てあまり重視されていないことに注目して置きたい。バカの食物規制の対象になっている動物
の中にもこのようなものは多く含まれている。しかし，少なくとも象は違う。常にバカの猟人
の強い関心をひき，相当の労力と時間が費やされ，それでもめったに捕れないが，いったん捕
れるとバンド全体をしばらくの間，何の食物獲得活動もさせないでおく象は食物として重要な
意味をもつ。ラドクリフーブラウン9）は，アンダマン島民が規制の対象とするジュゴンや海亀，
野豚などについて次のように考えている。これらは頻繁に捕れるものでないが，しかし，一度
捕れると大量の脂肪に富んだ肉を供給する非常に重要な食物であり，重要であるからこそ規制
の対象になる。つまり，アンダマン島民の食物規制は，宗教的な特別な位置にある人たち（例
えば，出産前後の夫婦と赤児，通過儀礼中の少年少女など）に規制を課すことによって食物の
もつ社会的価値を認識させる機能を有するというのである。このラドクリフーブラウンの主張
における動物像は上述のダグラスらの象徴的解釈，市川らの生態学的解釈の対象となった動物
像とはかなり異なっている。そして，重要性という点では，バカ社会における象はアンダマン
島民のジュゴン，海亀，野豚と同等，もしくはそれ以上のように思え，機能についての解釈は
ともかく，重要だからこそ規制の対象になるのだというラドクリフーブラウンの主張はバカの
象の場合にもあてはまるように思う。ただ，機能についてのうドタリフープラウンの解釈は，
捕獲者とその年長親族が規制の対象になるバカの象の規制には適用できない。別の解釈が求め
られねばならないであろう。最後に，この点について検討したい。
　結論を先に言えば，この規制は財あるいは威信の集中化を抑制する社会のレベリングメカニ
ズムの一つだと私は考える。アフリカの狩猟採集社会は平等主義の原則が貫かれていることが
知られているle・11・12）。例えば，ネットハンティングに従事するムブティは，ネットを張る位置を
家族間で調整し，獲物の捕獲量を均等化しているという’1）。また，アフリカ狩猟採集社会では，
捕れた獲物をまず猟の参加者間で役割にしたがって分配し（一次分配），次いで，各猟人によ
るバンドのメンバーへのインフォーマルな分配をし（二次分配），さらには料理された段階で
女性による三次分配をするという徹底した分配が見られるのである’O・11・13＞。狩猟は，食物の確保
が予測可能な採集活動と違って出猟しても必ずしも見返りを期待できない。また，猟人の技量
に個人差もある。もし，分配がなければ，何日も肉にありつけない家族も出てくるであろうし，
場合によっては，生死に関わるかもしれない。分配はこのような不安定な食物供給を保証して
いると言えよう。しかし，徹底した分配は食物の均等化をバンドのメンバーにもたらす一方，
受け取る側に心理的負い目を，分配する側に威信を引き起こす14）。このような負い目や威信は
分散すれば問題ないが，分配の流れが固定的になると，負い目と威信もまた偏在することにな
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り社会的不均衡が生じてくる。とくに，象の場合，すぐれた猟人は限られ，また，もたらされ
る肉の量が巨大であるので威信の特定個人への集中が生じ易くなるであろう。しかし，ムブティ
にしてもバカにしてもこのような事態は生じていない。その理由の一つを，象を槍でしとめ，
キャンプに帰ってきたときに示した一人のムブティの猟人の態度に見い出すことができる。市
川11）によれば，象の捕殺が確実だと知ったキャンプの人々はそれまで押えていた感情を解放し，
はしゃぎはじめたが，ちょうどそこへ帰ってきた当の猟人はそれを誇るような態度は微塵もみ
せず，きわめて抑制された態度を示したという。また，このようなとき，人々の方も大量の肉
をもたらした猟人に感謝はするが，力や勇気を褒め讃えたりはしないという。このような猟人
や人々の態度は，威信の集中をおそれ，社会的不均衡のちょっとした芽生えさえ摘みとろうす
るムブティ社会の意思を表しているように思う14）。同様な態度はバカのトマたちにも見られた。
バドで二人の猟人が象を殺して帰ってきたとき，私はしばらく気がつかなかった。それほど静
かな二人の帰村であった。また，ゾアの名高い二人のトマも，一人は居るか居ないかわからな
いほどいつも控え目な態度だったし，一人は気の善い酒飲みで権威とは無縁の人であった。こ
のような日常のトマの態度も威信の集中をおそれる社会の要請によって形成されてきたのでは
ないだろうか。そして，私はバカの象の食物規制もこうした社会のレベリングメカニズムの一
つであると考える。つまり，この食物規制は象捕殺者にはそもそも肉に対する何の権利もない
ことをルールとして社会的に認識することであり，したがって，肉を受け取る者が負い目を感
じることもなく，象猟人が威信を集めることもなく，この規制は社会的不均衡の出現を妨げる
効果をもつと考えるのである。バカはこのルールを捕殺者だけにとどまらず年長親族まで範囲
を広げて適用している。それだけ象のもたらす利益が大きいことを示しているのだろう。バカ
の野豚の食規制も同じ意味をもつと思う。また，バカに近接するアカ・ピグミーは，獲物を捕
殺した猟人はそれを食べると病気になるという理由から自分の獲物は食べないという15・16）。こ
れも同様な意味をもつのであろう。このように食物規制のルールによって捕殺者の獲物に対す
る権利を奪ってしまう方法以外に，捕殺者の獲物に対する権利の行使を制限する方法がもう一
つある。アフリカの狩猟採集社会に多く見られることであるが，獲物の権利を捕殺者でなく，
武器に，つまり武器の所有者に委ねるというものである。武器の貸し借りは頻繁に行われるの
で結果的に獲物の権利は特定個人に集中しないで分散することになる14）。バカもまたこのルー
ルをもつが，現在の狩猟の主役で，農耕民から委託される銃猟にはこのルーールは適用されない。
　いずれにしても，私はアフリカ狩猟採集社会に見られる平等主義社会は自然とそうなってい
るのでは決してなく，ここで述べたようなさまざまな平準化メカニズムの不断の行使によって
成立しているのだと思う。
28
浜松医科大学紀要　一般教育　第7号（1993）
おわりに
　固定的な集落に住み，その周囲に焼畑を作りはじめたバカは，ウッドバーン12）の言う即時的
利得システムの社会（societies　with　immediate－return　systems）から遅延的利得システムの
社会（societies　with　delayed－return　systems）へと一歩を踏み出したのかも知れない。それ
はまた平等社会から不平等社会への一歩であるのかも知れない。実際，彼らと生活を共にして
いると持つ者と持たざる者の格差が生じつつあると実感することがしばしばある。しかし，他
方，ここで述べてきたように，依然として威信の集中をおそれ，妬みをおそれる社会’7）でもあ
る。今後の動向を見きわめていきたい。
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